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人類のエネルギー利用の歴史�

エネルギーは
教育の好材料

中村　桂子�
（JT生命誌研究館　館長）�
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過去や未来，遠くにいる仲�間などを思い出すことは�

ありません。�

　それに対�し�て人間は見えないものが想�像できるの�

で，それを見えるように�し�たいという願いが生れ，�

顕微鏡や望遠鏡など多くの�道具・機械を開発�し�ま�し�

た。テ�レ�ビ�は遠くの人の生活を見�せてくれます。過�

去や未来についても知らせ�てくれます�し�，本を読め�

ば，空想の世界が広がりま�す。�

　�

自分の感覚で�

　教育の世界でもこれらを�利用�し�ていくことは大事�

で�し�ょう。でもあまりにも機械が�発達�し�，なんでも�

見えるように�し�て�し�まうと，本当に見えないも�のを�

自分の感覚で感じとること�ができなくなる危険があ�

ります。�

　そこで問題がエネルギー�です。これは見えないも�

のですから，あまり気にせ�ずに使って�し�まいます。�

図をよく見て下さい。今の�私たちは，こんなにすご�

い使い方を�し�ているのです。石油も原子�力も無限に�

あるわけではありません。�二酸化炭素で温暖化の危�

険もあります。見えないも�のを感�じ�て考える力をつ�

けること。エネルギーはそ�の教育の好材料です。�

　�

大切な想像力�

　人間の特徴は，眼に見�えないこと，今ここにはな�

いものを想像できること�です。見えないという意味�

はいろいろあります。一�つは，エネルギーのように�

本来見えるものではない�もの。次に，空気や微生物�

など，実際には近くにあ�るのだけれど，小さ過ぎて�

見えないもの。三番目に�，遠くにあって見ることが�

できないもの。海の向こ�うには貧�し�さに苦�し�み，学�

校へも行けない子どもた�ちがたくさんいるのですが�，�

それを直接見ることはで�きません。最後に昔や未来�，�

つまり今でない時も見え�ません。他の生きものは，�

エネルギーは見え�ない�

　電車や自動車は眼に見�えますから，子どもの間で�

もぼくは電車が好き，自�動車の方がカッコイイなど�

と話がはずむで�し�ょう。でもエネルギーは眼�に見え�

ません。もちろん，電車�や自動車が子どもたちに人�

気があるのはそれが動く�からであり，そのためには�

エネルギーが必要です。�電車なら電気，自動車なら�

ガソリン。電気はとても�便利なので私たちの身のま�

わりは電気で動くものだ�らけです。ポンとスイッチ�

を入れれば，空調機が動�き，テ�レ�ビ�が映ります。冷�

蔵庫は一年中はたらいて�います�し�，御飯を炊くのも�

電気です。なんだか魔法�のようですが，陰には，石�

油や天然ガスを燃やす火�力，水力，原子力などがあ�

るのはもちろんです。こ�う考えてきて，エネルギー�

は見えないということを�活用�し�ていろいろなところ�

へ考えを広げられる，面�白い教育素材ではないかと�

思いま�し�た。�

ナカムラ　ケイコ�
　東京大学大�学院生物化学�専攻　博士課程�修了。理学博士�。生きものの�歴史と関係を基�本に“生きてい�る”を見つめ�る知「生命誌」�を提唱し実践。�そ�

こから食�（農業）�，健康�（医療保健）�，心・知�（教育）�，環境を大切�にする社会を考�えている。�「ゲノムが�語る生命―新し�い知の創出」�（集英社新書）�，�「生命�

誌の世界」�（ＮＨＫ出版）�，�「自己創出す�る生命―普遍と�個の物語」�（筑摩新書）�，�「�『生きている』�を見つめる医療�」�（共著，講談社�現代新書）�など。�
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ヨシダ　マサハル�
　1943年京都府生まれ。京都大学大学院工学研究科博�
士課程修了。大阪市立都島第二工業高校教諭，京都大学工�
学部助手，岐阜大学教育学部助教授を経て，現在，岐阜大学�
教育学部教授。著書として「技術科教育総論」日本産業技�
術教育学会（分担執筆），「こんなものまでつくれるの？」�
技報堂出版（分担執筆）など。�
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2．有限の化石燃料�

　太陽からのエネルギーの貯蔵物であるが故�

に，化石燃料は消費すれば減少する。つまり，�

ここ数十年の先進国での大量消費によって残�

りの化石燃料の確認埋蔵量が危惧されている。�

石油は40年程度，天然ガスは60年程度，石炭�

は260年程度とされている。�し�たがって，�21世�

紀は発展途上国の経済成長とあいまって確実�

にエネルギー問題と直面することになる。�

　新エネルギーと言われる言葉を聞いて楽観�

するわけにはいかない。きちんと吟味する必�

要がある。核融合は夢のエネルギーといわれ�

ているので現実からは遠い。燃料電池は水素�

を用いるが，その水素をどこから入手するか�

をチェックする必要がある。石油や天然ガス�

から作るのであれば化石燃料を使用すること�

になる�し�，�環境汚染を伴う。�太陽→植物(バイ�

オ�マ�ス�）�→�メ�タ�ノ�ー�ル�→�燃�料�電�池�（�発�電�）�→�

CO2→�植�物�の�ル�ー�ト�で�バ�イ�オ�エ�ネ�ル�ギ�ー�を�利�

用するなら循環型であり枯渇することもなく�

大いに歓迎されるが，エネルギー密度および�

量が問題になる。風力発電，太陽光発電など�

はほぼリアルタイムで太陽のエネルギーを利�

用�し�ているので枯渇の心配はないが，環境問�

題のほかエネルギー密度および量が問題にな�

る。�

　�

3．知られていない“エネルギーとは”�

　エネルギーって何なのかは，多くの大学生�

もあまり意識�し�ていない。物理で電気エネル�

ギー，機械エネルギー，熱エネルギー…を学�

習�し�ていると思われるが，物理を学習�し�ない�

学生が多いことに気付かされる。学習�し�た学�

生も現実の生活の中で具体的なものとのつな�

がりは意識できていない。�“エネルギー保存則�

が成り立つよね。だからエネルギーって消費�

し�てもなくならないんだよね”と問いかける�

と，�“そうですね”�と答える。家庭でどの家電�

製品がおおよそ何ワッ�ト�かはほとんど意識さ�

れていないのが現状である。�

1．エネルギー源は何処に�

　�“エネルギーは，ある系が潜在的に持ってい�

る外部に対�し�て行うことができる仕事量のこ�

とである”という。エネルギーという語は�ド�

イ�ツ�語�の�Energieが�日�本�語�に�持�ち�込�ま�れ�た�も�

のと言われている。�“潜在的に”�というところ�

がやっかいであり，意識�し�ないと目に見えな�

い。これをいかに見える形，あるいは実感で�

きる形に�し�て意識を持たせるかが大きな課題�

になると思われる。�

　東京都江東区江戸民族資料館へ行くと江戸�

時代の庶民のエネルギー消費を考察すること�

ができる。長屋のスペースといえば１軒の家�

に４畳半程度の畳の間の他に少�し�の土間があ�

る。土間には煮炊きをする竈があり，座敷に�

は行灯が置かれている。おそらく一軒のエネ�

ルギー消費量は現在の1/50程度以下であろう。�

　そもそも発電所なるものが日本にできたの�

は100年ちょっと前である。�それで直ちに全て�

の�家�庭�に�電�灯�が�設�置�さ�れ�た�わ�け�で�も�な�い。�

1943年生まれの筆者の経験では，子どもの頃�

電力消費と言えば一軒の家で真空管ラジオ１�

個と各部屋に60W程度の電球１個が標準的な�

スタイルであった。�

　日本で技術教科がスター�ト�し�た20世紀中頃�

に洗濯機や白黒テ�レ�ビ�が普及�し�始めた。1970

年頃に�“�３C”�と呼ばれる時代に突入�し�た。カ�

ラーテ�レ�ビ�，自動車�（car）�，クーラーである。�

　日本では，ここ30～40年の間に大量のエネ�

ルギーを消費する生活に入って行った。大量�

のエネルギー消費を伴う生活の恩恵に浴�し�て�

いるのは，経済先進国と呼ばれるほんの一部�

の人たちである。�

　ところで，このエネルギーの源はといえば，�

46億年の地球の歴史の贈り物である。ウラン�

鉱石を除けば石油，石炭，天然ガスなど化石�

燃料は太陽からのエネルギーの貯蔵物である。�

自然エネルギーと呼ばれるものも太陽からの�

エネルギーであると言える。�

　�

［特集］�
「エネルギー」を通じた�
小家，技・家の学力のつけ方�

4．身の丈のエネルギーから教えよう�

　日常生活の中で，距離１㎞，重さ10㎏とい�

えば我々は実感できる。それは成長段階でそ�

の尺度を身につけたからである。ところが，�

電力と電力量，エネルギーの単位が混乱�し�て�

いるばかりでなく，使用�し�ている家電製品の�

ワッ�ト�数にはほとんど関心がない。それは数�

値を聞いても尺度を持たないためにどの程度�

大きいのか小さいのかの意識につながらない�

からである。�

　人間は生きていく上で食糧からエネルギー�

を得ている。成人男性で１日に2,100kcalを摂�

取するという。これを１秒あたりのエネルギ�

ーに換算するとちょうど100Wになる。�人間は�

あ�の�100W電�球�と�同�じ�だ�け�の�エ�ネ�ル�ギ�ー�を�消�

費�し�続けているのである。�

　こ�の�100Wが�人�間�に�と�っ�て�の�身�の�丈�の�エ�ネ�

ルギー�（１秒間当たり）�と考えられる。原始時�

代から20世紀に入るまでは，それを数倍上回�

るようなエネルギーは消費�し�ていなかったは�

ずである。この身の丈のエネルギーを実感す�

ることができる教具が普及することを願って�

いる。筆者は2005年『愛・地球博』において�

“あなたはテ�レ�ビ�がつけられますか”の催�し�

を実施�し�た。自転車を漕いで発電機を回�し�，�

その電力で50Wのテ�レ�ビ�をつけるものである。�

１日で約300名の子どもたちが挑戦�し�，�異口同�

音にその大変さを口に�し�た。�

　�“太陽電池があればただで発電�し�てくれるか�

ら心配ない”と漠然と思っている人がかなり�

いる。やはり目の前で発電�し�て見せて，１㎡�

のパネルでどのような天候でどの程度発電す�

るのかを実感させる必要がある。�

　エネルギーを観る確かな目を養い，体感的�

にエネルギー量を認識させる授業展開が待た�

れる。�

【参考文献】�
1）エネルギー白�書2005年版，第2部　エネルギー動向，�
　　�経済産業省編�
2）エネルギー教�育における教具の開発�
　　�島田英治他，日本産業技術教育学会全国大会�
　　�（旭川）�（2003）�
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マツバグチ　�レ�イコ�
　1960年，�静岡県生まれ。�横浜国立大学大学院教育学研�
究科�修�士�課�程�修�了，昭�和�女�子�大学�大�学�院�生�活�機�構�研�究科�
博士後期課程修了。�博士�（学術）�。�鳴門教育大学を経て，�現�
在，�岩手大学教育学部助教授。�主な著書に，�『持続可能な�
社会のための消費者教育』�（近代文芸社）�，�「�『持続可能な開�
発』のた�め�の�教�育�へ�の�ジ�ェ�ン�ダー�課�題�の�統�合�－�ア�ン�ペイ�
ド�・�ワークに着目�し�て－」�（国際ジェンダー学会誌）�，�『市民�
が�育�つ�家�庭�科』�（�共�著�：�ド�メ�ス�出�版�）�，�『環�境�教�育�へ�の�招�
待』�（共著：ミネルヴァ書房）�ほか。�

［特集］�
「エネルギー」を通じた�
小家，技・家の学力のつけ方�
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にいたっては，見た目は「水洗」であるにも�

かかわらず，なんと水は流れない。風呂場は�

なんとか水は出るものの，お湯は出ない。電�

気も，もともと晧々とつくことはないのに加�

えて，頻繁に停電があるので気が気ではない。�

帰国の際に経由先の�ド�バイで，普通に部屋の�

電気がつき風呂場や�ト�イ�レ�の水の心配も�し�な�

くてすむことが確認できたときには，心から�

安堵�し�た。その一方で，中東のなかでも急成�

長中の�ド�バイでは，24時間活気づく国際空港�

が象徴するように，�「開発」�が急�ピ�ッチで進ん�

でおり，まさに「環境と開発」の課題も痛感�

し�た。ともあれ帰国直後は，資源・エネルギ�

ーに対する感謝の気持ちとともに，その消費�

を「持続可能」に�し�なくてはならないこと，�

そ�し�て同時に，�「実践的・体験的」�という言葉�

の重みも再認識�し�たのである。�

　�

4．ロハスな生活＝懐か�し�い未来？�

　ノーベル平和賞を受賞�し�たワンガリ・マー�

タイさんにより「もったいない」という言葉�

が復権�し�，環境省も�「もったいないふろ�し�き」�

を考案するなど，日本独自の生活文化に着目�

する機運が高まりつつある。新たなライフス�

タ�イ�ル�と�称�さ�れ�る「ロ�ハ�ス」�（�Lifestyles Of 

Health And Sustainability）�と日本の�「�わび」�

「さび」を含めた生活文化との共通点を探�し�

てみるのもおも�し�ろいだろう。年中行事をは�

じ�めと�し�て生活のあらゆる場面で自然・四季�

を愛で味わう文化が根付いているからである�

（一方でジェンダーの視点も不可欠だが）�。家�

庭科に深く関わる人物と�し�ては，�「米国家政学�

の�母」�「エ�コ�ロ�ジ�ー�の�母」と�も�い�わ�れ�る�エレ�

ン・リチャーズ・スワローが存在�し�ているこ�

とも忘れてはなるまい。このことも誇りと�し�

つつ，過去・現在・未来を繋いで「懐か�し�い�

未来」を切り拓くライフスタイルについて考�

察することは，家庭科ならではの醍醐味とい�

えるのではないだろうか。�

1．サステナブルな社会にむけた諸施策�

　周知のとおり現在，私たちが住んでいる地�

球をサステナブル�（持続可能）�なものにするた�

めのさまざまな環境施策が進展�し�ている。と�

り�わ�け�こ�こ�数�年�の�異�常�気�象�（�特�に�今�年�の�記�録�

的な暖冬）�は，私たちに�「温暖化対策」�をは�じ�

めと�し�た諸対策に取り組むことの緊急性を実�

感させ，気候変動枠組み条約などへの一般的�

関心をも喚起�し�たといえるだろう。�

　日本においては2000年に循環型社会形成推�

進基本法が制定された。�「環境の３Ｒ」�すなわ�

ちリデュース�（発生抑制）�，リユース�（再使用）�，�

リサイクル�（再生利用）�がその優先順位ととも�

に明示された点で画期的に登場�し�て以降，各�

種リサイクル法も整備されつつある。メーカ�

ーによる環境配慮への取り組みも進んでおり，�

た�と�え�ば�ISO14000シ�リ�ー�ズ�の�取�得�数�も�他�国�

に比べて多く，新製品の省エネ化も目をみは�

るものがある。�

　2004年には環境教育推進法が施行され，同�

年に消費者保護基本法から改正された消費者�

基�本�法�に�も，�「環�境�へ�の�配�慮」が�明�記�さ�れ�た。�

2005年１月からは日本政府が提案�し�た「国連�

持続可能な開発のための教育の10年」が国際�

的に開始されている。�

　このようにさまざまな施策が進行するなか，�

「家庭科ならでは」の視点はどのようなとこ�

ろにあるのだろうか。�

　�

2．ライフタイルとエネルギー消費�

　家庭科は，衣食住および生活24時間全般に�

関わる教科であるがゆえ，教師自らが社会へ�

アンテナを張りさえすれば，�一工夫による�「学�

び」をダイナミックに展開する可能性を内包�

し�ている。�「食」�では，従来からエコクッキン�

グはよく実践されてきた�し�，近年ではフー�ド�

マイ�レ�ージや地産地消を取り入れた授業も散�

見されるようになってきた。個人�レ�ベルで活�

用するには相当の意思を必要とする環境家計�

簿を教材と�し�て使用することも有効だろう。�

こうこう�

め�

日�常�生�活�に�不�可�欠�な�エ�ネ�ル�ギ�ー�消�費�と�CO2と�

の関係だけでなく，環境に配慮�し�た生活は金�

銭のムダを省くことにもつながり，一石二鳥�

であることを理解させやすい。�

　ところで，家庭科で比較的散見される省エ�

ネ対策に関わる実践において，意外と視野に�

入りにくいのが，所有台数との関係や家族関�

係である。カラーテ�レ�ビ�を例に�し�てみると，�

待機電力を切るなどの省エネ行動の必要性に�

ついて授業で扱ったと�し�ても，複数台数を保�

有する世帯数が年々増加傾向にあるという現�

実をも同時に扱わないと，エネルギー消費全�

体の問題を捉えきることはできない。�

　近年看過できないのは，核家族や単身世帯�

の増加など「世帯数の増加」とエネルギー消�

費量が相関関係にあるという指摘や，働き方�

との関係なども注目されていることである。�

私たちのライフスタイルはすべてエネルギー�

消費と関係�し�ているのだから，�「家族関係」�と�

関連づけて扱うことも可能なのである。�し�か�

も，ジェンダー関係も含めて個人の生き方と�

のジ�レ�ンマも扱うことができるため，ジ�レ�ン�

マを乗り越え両立させるにはどう�し�たら良い�

かといった，新�し�い政策提言につなぐ可能性�

も秘めており，今後の展開が期待される。�

　�

3．�「実践的・体験的」であることの重要性�

　ところで環境に関する社会科学的な学びは�

社会科でも，自然科学的な学びは理科でもで�

きる。�し�か�し�そう�し�た「科学的」な学びだけ�

ではなかなか実行には結びつかない。�「体験」�

がなくては「実践」に結びつかない。ここに，�

家庭科の「実践的・体験的」な学びの意義が�

ある。�

　筆者自身，�「体験」�の重要性を痛感�し�た。昨�

夏，西アフリカのナイジェリアへ研究調査に�

行く機会を得たのだが，現地ではとにかく電�

気・水・紙が十分にない。ホテルでさえも，�

ト�イ�レ�ッ�ト�・�ペーパーや石鹸は，�１泊分の必要�

量を十分満たすほどは置いておらず，�ト�イ�レ�



　�

　�

　�

　�

い活動であった。また�，アンケー�ト�形式は，使用�

の感想などの声を引き�出�し�やすく，使い手という�

消費者を意識できる手�立てとなっていた。本題材�

では「環境にやさ�し�い＝もったいない，モノ�を大�

切に」ということで題�材の流れを構成�し�ていった�

が，�「�（食材を）�買う立場」�と�「�（小物入れを）�使う立�

場」と�し�ては立場性の違いの課題が�残る。�

　�

4．おわりに�

　５年生で消費者教育�に取り組む試みについては，�

最近の社会情勢から考�え合わせても，妥当であっ�

たと言える。また，家�庭での買い物の仕方の交流�

などについては，家庭への配慮をかかせない。�

しかし，家族の工夫や思いを捉えなおすことは，�

家庭科の学習にとって，内容面だけでなく，心情�

面からも有効であると考える。�

　また，�「環境」�は他の教科や総合的学習の中�でも�

取り扱う題材である。�例えば，５年生の社会科で�

は，日本がエネルギー�資源の多くを輸入�し�ている�

ことを学習する。総合�的学習でも「環境」をテー�

マに取り組むこともあ�る。これらの学習とリンク�

させて，この題材のカ�リキュラムを設定すること�

は，�「環境」�への学習を多面的に深め�ることにつな�

がると考えられる。�
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�

　　　POP（広告）から買う立場を考える�

　POPに�は，値�段�や�セ�ー�ル�の�お�知�ら�せ�だ�け�で�な�

く，産地や生産者の声など�もあり，売る立場の伝�

えようとするさまざまな視�点を読み取ることがで�

き�る。POPは�ど�の�子�ど�も�た�ち�も�見�た�こ�と�が�あ�り，�

「これまでは，ただ見てい�ただけだけど，そうい�

う意味があったのか」�「これからは�し�っかり見ない�

といけないな」など買う立�場の視点を深めること�

ができた。子どもたちにと�って身近で考えやすい�

材料であったと考えられる�。�

　�

　�

　�

　�

　�

　　　お客様相�談室から使う立場を考�える�

　回収�し�たアンケー�ト�の小物入れに対する困っ�た�

声には，次のようなものが�あった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�「困った声」�の改善には友だちからのア�ド�バイス�

を考える手がかりに�し�た。破損に関�し�ては，修繕�

するという答えはすぐに見�つかった。答えが見つ�

かりにくかったのは未使用�に対�し�てである。それ�

らに対�し�て，前時に学習�し�た「環境」の視点を考�

え合わせるようにすると，�「もったいない」�という�

ことにつながり「ばらばら�になっている文房具を�

まとめておいたらどうか」�とできるだけ活かす方�

法を考えるようになった。�

　自分の作成�し�た小物について「お客様�相談室」�

と�し�て見直�し�てみることは，子どもにと�って楽�し�

1．は�じ�めに�

　５年生は，初めての�家庭科であり，特にモノ作�

りなど実習を伴うこと�に関�し�ては関心が高い。自�

分の作ったモノに愛着�をもって使ってみることで，�

家庭科の学習が生活に�生かされていると感じるこ�

とができる。使う立場�を考えることは，消費者と�

し�ての視点につながっていくと�考えられる。�

　�

2．題材について�

（１）�5年生における消費�者教育の設定�

　消費者教育は，�「修学旅行のお土産の購入�」�で子�

ども自身が金銭を扱う�ことから，６年生のカリキ�

ュラムに位置づけられ�ていることが多い。�し�か�し�，�

５年生でも「消費者」�の意識をもち，２年間の深�

まりを考え，６年生に�つなげていきたいと考えた。�

そこで本題材『買う立�場・使う立場～カシコイ消�

費者になろう～』を設�定�し�，買う立場や使う立場�

からモノを見ることを�通�し�て消費者の視点を深め�

ることをねらいと�し�ている。�

　�

（２）�指導計画�　�全４時間�（導入のみ２時間，あとは各１時間）�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（３）�学習の中でねら�いとする消費者の視�点�

①買い物ゲームを通�し�て「環境」を考えた消費者�

の視点をとらえる�

　�「買い物ゲーム」�とは，買い物の模擬体�験を通�し�

て環境を考えるゲームであ�る。例えば，身近な食�

材を選ぶとき，外国産と国�産のものがあり，外国�

産の方が少�し�値段は安いとする。�し�か�し�，エネル�

ギーや輸送費などを考える�と，外国産は環境への�

配慮のポイン�ト�は低い。このゲームでは�，買い物�

をする際には，多くの選択�のポイン�ト�があり，そ�

の一つに「環境」があるこ�とに気づかせることを�

狙いとする。�

　�

②買う立場と�し�ての消費者の視点をとら�える�

　それぞれの家庭で買い物�をする際に気をつけて�

い�る�こ�と�な�ど�を�聞�き�取�り，身�近�な�POP★�を�手�が�か�

りに交流する。�（★POP＝店�頭での商品広告のこと）�

　�

③使う立場と�し�ての消費者の視点をとら�える�

　使う立場を意識すること�と�し�て，以前に自分た�

ちが作った小物入れについ�て「お客様相談室」と�

いう設定で，使用後のアン�ケー�ト�を行う。�

　�

3．実践から�

　　　買い物ゲー�ムから�「環境」�を考える�

　これまでの経験から，�買い物をする時に�「値段」�

「セール」や「賞味期限」�などのポイン�ト�はすぐ�

に見つけることができた。�し�か�し�，子どもたちが�

驚いたのは，�「�（商品は安くても）�輸送費がかかる」�

「ごみの処理費が高くつく�」�など，�「環境」�につな�

がるポイン�ト�があることと，ポイン�ト�が互いに葛�

藤を起こすということであ�る。�「環境」�を考える機�

会になりうることには成果�があったが，これにつ�

いては，継続と実践が必要�である。実践について�

は，現実とどのように擦り�合わせるかというのが�

今後の課題である。�
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テーマ�

「環境」�を考�え�た5年生か�ら�の�
消費者教育�

～�カ�シ�コ�イ�消費者�に�な�ろ�う�～の実践�を�通�し�て�

買�い�物�ゲ�ー�ム�か�ら�
「環�境」ポ�イ�ン�ト�
を知ろう�

学　習　内　容�

１．�買い物ゲームをして，�買い物をする時の�
ポイン�ト�のひとつに�「�環境」�ポイン�ト�があ�
ることを知り，環境の視点�をもつ�

２．�もう一度買い物ゲームをし�て，�前と変わ�
ったところを比べる�
３．家の人�の買い�物の�仕方を�インタビ�ュ�ー�
する�（家庭学習）�

POP（広告）から買う�
立場を考えよう�

１．インタ�ビ�ューを交流する�
２．買う立�場か�らPOPにつ�いて�気づい�たこ�
とを話�し�合う�

３．これま�での自�分の�経験や�インタビ�ュ�ー�
で聞いた家の人の視点と比�べる�

４．これからの買い物につい�て考える�

お�客�様�相�談�室�か�ら�
使�う�立�場�を�考�え�よ�
う �

１．�「小物入れ」�の使い勝手について話し�合�
う�
２．小物入�れでの�環境�ポイン�ト�につ�いて�考�
える�
３．�よりよく使う方法や，�破損箇所，�改良点�
について考える�

実践１�

実践２�

実践３�

ワークシー�ト�　�「見たことあるかなPOP」�

買い物ゲームについて�の参考文献�
『Eco・エコ　買いものゲー�ム�
～ごみを減らす体験学�習プログラム～』�
山本耕平　著　合同出�版　2003年�
　�
　本題材で使用�し�た買い物ゲームは，�上記の文献を参�
考�に�大�阪�教�育�大�学�家�政�教�育�講�座　野�田�研�究�室�と�の�共�
同で研究�し�た。�

「ちょっと小さくてぎゅうぎゅうづめになってい�
�る」「糸がはずれてきた」�→使ってみての意見�

�

「大きさがあわないからあまり使っていない」�「ほ�
�かにも袋はあるし……」�→未使用の意見�

�

大阪府大阪市立豊�仁小学校　�宮本　�靖子�

この袋に入るのかな�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

1．中学に�し�かない�「技術分野の学�習」�

　普通教育の中で，現�行のカリキュラムでは，技�

術分野の学習は小学校�，普通高校になく，実践的�

で工学的な方法知の学�びが系統的に教育されてい�

な�い。そ�れ�を�中�学�校�の�３�年�間�100時�間�弱�で�担�う�に�

は，いささか荷が重い�。内容知の視点で，難�し�す�

ぎると�し�て削除された電気・機械分野�の学習内容�

についても，体験的・�現実的な利活用を学ぶこと�

に大きな意義があった�のではないか。エネルギー�

の利用においてもはず�せない内容である。普通高�

校から大学の工学部に�進み，カルノーサイクルを�

講義されても，内燃機�関の概念や実感がない学生�

には，工学の壁を感じ�て�し�まうはずである。�

　�「中学に�し�かない技術分野の学習」�を大切に指導�

すべきであると思う。�

　�

　私が技術分野の学習�指導の中で，大切に�し�たい�

と思っているものはこ�の３つである。�

　�

　�

　実際に，現在の勤務�校での技術とものづくりの�

指導実践に基づいて，�説明�し�ていくことにする。�

　１�年�次�に�は，�「教�室�の�机�に�入�る�引�き�出し�箱�づ�く�

り」と�し�，机の中の有効な容積を調べ�，規格ある�

教科書類をきちんと収�納できるよう部材の寸法を�

決めるといった設計の�基本をおさえて，手工具を�

中心に製作する。のこ�ぎりの切削面点検，こば削�

り面・こぐち削り面の�検査は，技能的な評価とと�

もに，正確さを要求�し�，粘り強く達成する態度を�

養う。また，師範に重�点を置き，メモを取らせず，�

目と耳で情報を感じ取�るように指示�し�，その後に�

各自要点をメモ�し�てから実習に移らせる。こ�の学�

習規律は3年間通�し�て行っている。�

　２年次では，�「太陽電池で動くハイブリ�ッ�ド�オル�

ゴール」という題材を設定�し�ている。発明や工業�

所有権などの権利にも触れ�ながら，一人一人が独�

自に設計・製作する題材を�考えた。このハイブリ�

ッ�ド�オルゴールは，生徒の�主体的な発想を具体化�

する設計段階に注目�し�，発明や製品開発の実際に�

ついて適宜理解させながら�，多様なエネルギー変�

換，動力伝達について学ぶ�ことのできる柔軟な題�

材である。この設計と製作�を通�し�てエネルギーに�

関する理解を深め，設計す�る力，つまり新�し�い生�

活�の�課�題�に�向�か�っ�て�積�極�的�に�解�決�し�よ�う�と�す�る�

［生きる力］の要素を育て�たいと考えている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　最近はエネルギーに関す�る新技術の話題が多い。�

地球規模の深刻な課題に対�し�て解決策となる新技�

術であり，�「明るい未来像」�を想定�し�やすい。進ん�

で生活を工夫�し�創造する能力を養う上で�，未来を�

明るく変えられそうな期待�感は，生徒たちの学ぶ�

意欲を高揚させると思う。�ここで技術の社会に果�

たす役割の大きさを�し�っかりと感�じ�とらせたい。�
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Ａ　�技術分野の学びが未�来を拓く期待感�

Ｂ　�創造性を支える技術�的な手法�

Ｃ　�自分を制御�し�て達成する正確な作業�力�

　理科で学習�し�ている場合は大いに利用�し�て，科�

学的な判断や計算を取り入�れて理解を深めるべき�

であるが，技術分野では，�効率やコス�ト�などの実�

際の利活用にかかわる視点�をはぐくむことが大切�

である。�

　工夫�し�創造する力を支える社会�的な制度である�

特許などの知的財産権に関�する知識や，発想法や�

ものの仕組みを見極める視�点の育成なども必要性�

があると思われる。�

　創造性を支える技法と�し�て，簡単な練習をさせ�

る。�「20分間でゆれるような�動きをできるだけたく�

さん書き出す」という課題�を出�し�たり，場を想定�

し�て記憶から探�し�出すことや，は�じ�めに完成品を�

提示�し�，�「この製作のために自分が�不足�し�ていると�

思う知識や方法について具�体的に質問の形で書き�

出�し�なさい。�」�という課題を出�し�，その質問の回答�

を自分なりにまとめて記録�をとらせ，主体的に思�

考する場を多く作るよう工�夫を�し�ている。�

　構想がまとまると，�てこクランク機構，揺動ス�

ライダクランク機構の�基本形のみ説明�し�，実物大�

の機構実験用紙で目的�の動きを達成するまでリン�

クの実験をさせる。こ�こは解決思考の育成の重要�

なポイン�ト�である。完成見本と比較�し�，構造や配�

置，製作の見通�し�などさまざまな視点から問�題点�

を指摘する。生徒は何�回も改善�し�ては教師のもと�

にやってくる。設計技�術の資質を磨くと考えてい�

るからである。同様に�，太陽電池，電池ＢＯＸ，�

スイッチの配線図の点�検も個人チェックを繰り返�

し�行っている。�

　全員が違う設計であ�るから製作中の質問には設�

計図を持ってくるよう�に指示する。何度も自分の�

設計図を見ることで，�解決の糸口があることを感�

じ�取り，ものづくりにおいて�設計の役割がとても�

大きいことを知らせた�い。その設計やアイディア�

は，自分の大切な権利�であることにもつなげたい�

と思う。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　生活の中では，常に�創造的な活動が行われてお�

り，それは，人間の能�力を拡張�し�た工具や機械，�

システムが生み出�し�ていることを理解�し�，それが�

どれだけの価値がある�のかを評価できる目を育て�

たい。将来，エネルギ�ーや物質をどんなツールを�

使えば現実の課題解決�になるのか考え，実践でき�

る人に育ってもらいた�いと思う。中学生という成�

長段階で，�「実感」�から技術の学びの芽を育て�るこ�

と。これが，私たちの�仕事であると思う。�

写真　製作品の一例�

生活実践技術か�ら�工学的な視点�ま�で，�
体験的に実感�さ�せる指導の工夫�

山梨県甲府市立城�南中学校　�鈴木　昇�

図1　学習プ�リン�ト�の例�

図3　設計図，配線�図の記入例�

図2　発想�の練習プリン�ト�の例�

2．実際の利活用の視点をは�ぐくむ�

　エネルギー利用の題材を�構成�し�ていくためには，�

まず，エネルギーの変換が�「見える」教材を用意�

する必要がある。エネルギ�ー量を動作時間や点灯�

時間という尺度に�し�て，変換効率の判断をさせ�た�

り，力学的な位置関係に�し�たり，電圧・電流の変�

化に�し�たり�し�て体験的な学びからの理解�が必要で�

ある。身近な自転車のダイ�ナモライ�ト�や，発熱機�

器，動力装置，太陽電池な�ど実際に体験�し�ながら，�

各種のエネルギーの関連が�知識と�し�て組み立てら�

れていくようにすべきであ�る。�
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1．は�じ�めに�

　現在，ロボッ�ト�コンテス�ト�は小学生から大学生�

まで全国的に幅広く取�り組まれている。また，最�

近では大人向けの工作�キッ�ト�が人気を集め，ロボ�

ッ�ト�づくりに熱中する大人も増�えている。一方で�

「ものづくり」�の技能の低下が言われて�いる。科学�

技術の向上は私たちに�物質的な豊かさをもたら�し�

た。�し�か�し�，それと同時に，自分の生�活に必要な�

「もの」�を自分で創造する喜びを�奪ったのではない�

だろうか。自分が欲�し�いと思った「もの」はお金�

を出せば手に入るよう�になり，それによって「も�

の」を創造する必要性�は減った。�

　中学校技術・家庭科�の技術分野では，生活の中�

で活用されている技術�の基礎について学び，国民�

と�し�ての技術的な素養や緻密さ�へのこだわりを身�

につけることをねらい�と�し�ている。そ�し�て，それ�

らを利用�し�て，問題の中から課題を発�見�し�，必要�

な知識や技能を自分で�判断�し�ながら問題を解決す�

ることを目指�し�ている。�

　�「ロボッ�ト�」�を題材と�し�た学習では，製作品の設�

計や製作を通�し�てエネルギーの変換方法や力�の伝�

達の仕組みを学び，そ�れを生か�し�て目的の仕事や�

動作をさせるための仕�組みや製作品の構想を考え�

ることができる。その�ため，技術分野で目指�し�て�

いる資質を育成するた�めに「ロボッ�ト�」の題材と�

し�ての可能性が高まっている。�

学生創造ものづくりフェア�」を開催�し�，その中の�

部門の一つと�し�てロボッ�ト�コンテス�ト�を実施�し�て�

いる。ここでは，2005年度�の「第１回上川管内中�

学生創造ものづくりフェア�」におけるロボッ�ト�コ�

ンテス�ト�の取り組みを取り上げる�。�

【ロボッ�ト�コンテス�ト�の課題】�

　120秒以内に，�ピ�ンポン球７個，�ゴルフ練習球５�

個�（合計12個）�のアイテムを３つのシーソ�ーに乗せ，�

それぞれのシーソーの傾き�を競う。�

3．実践�

（１）�外部機関との連携によ�る支援�

　ロボッ�ト�コンテス�ト�実施に先駆け，上川管内�中�

学校技術・家庭科教育研究�会ではロボッ�ト�工学に�

造詣が深い北海道教育大学�旭川校の教官に講師を�

依頼�し�，ロボコン講習会を実施�し�ている。ロボッ�

ト�コンテス�ト�参加が決まった生徒はこの�講習会に�

参加�し�，ロボッ�ト�製作に必要な専門的な理論に�つ�

いて学んだ。また，演習で�は大会当日の競技要領�

にそった形式でデモンス�ト�レ�ーションを行うこと�

で，参加生徒はより具体的�にこれから行う競技の�

イメージと課題を解決する�ためのロボッ�ト�の構造�

についてイメージすること�ができた。この取り組�

みは，ロボッ�ト�コンテス�ト�への導入段階で生徒に�

強いインパク�ト�を与えることができる。�参加�し�た�

生徒からは「参加�し�て良かった」�，�「早く自分たち�

のロボッ�ト�をつくりたい」という意見が�聞かれ，�

「課題を自分の力で解決�し�たい」�という意欲が高ま�

ったのを感�じ�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（２）�創造性を発展させるた�めの支援�

　３人一組でチームを作り�，リーダー，組み立て�

担当，デザイン・広報担当�に役割分担を�し�た。次�

に，課題に対�し�て「どのような構造が考�えられる�

か」を各自の立場でまとめ�，それを元に討議活動�

を行った。生徒たちは「自�分たちのロボッ�ト�の構�

造や形へのこだわりを何に�するか」の話にとても�

熱中�し�，最終的にそれぞれの意見�を少�し�ずつ取り�

入れた構造にすることで決�着�し�た。�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

生徒の創造性を育む指導の工夫�
～�「創造�も�のづ�く�り�教育�フ�ェ�ア」�の取�り�組みか�ら�～�

北海道旭川市立春�光台中学校　�関　健太�

【競技概要】�
①120秒�以�内�に，�ピ�ン�ポ�ン球�７�個，ゴル�フ�練�習�球�５個�
（合�計�12個）の�ア�イ�テ�ム�を�３�つ�の�シ�ー�ソ�ー�に�乗�せ，�
それぞれのシーソ�ーの傾きを競う�競技である。�
②得点は，�競技の終了時に自�分側のシーソー�が傾いて�
いる数とする。�
③自分のコー�ト�に落ちているア�イテムは，�時間内であ�
れば何度でもシー�ソーに乗せるこ�とができる。�
④競技は１対�１のマシンによる�対戦とする。�

【マシンの規格】�
①ロボッ�ト�の操縦は，有�線リモコンによる�。�
②出場ロボッ�ト�は１台と�し�，分離されては�ならない。�
③車体�は，ス�タ�ー�ト�時�に�縦�横高�さ�450㎜�以内�で�あ�る�こ�
と。�
④�ス�タ�ー�ト�エ�リ�ア�の�ど�の�位�置�か�ら�ス�タ�ー�ト�し�て�も�よ�
く，スター�ト�後の変形は自由�。�
⑤電源の電圧�は直流６V（公称電圧）以�内とする。�
⑥モーターの�使用は６個まで，�６チャンネル�までとす�
る。�
⑦エアシリン�ダや注射器などを�使用�し�てもよい。�
【基本材料】�
　基本材料と�し�て，山崎教育シ�ステム�「�自在パワー�ピ�
ースユニッ�ト�N6117」を�使用�し�た。�

写真　製作に�
　　　取り組む�
　　　生徒�

　この取り組みの中で�，生徒の創造性をより発展�

させていくために，意�見を自由に発言�し�あうこと�

で新�し�い考えを導き出すブ�レ�ーンス�ト�ーミング法�

や発想をグループ化す�ることでお互いの考えに対�

す�る�理�解�を�深�め�る�こ�と�が�で�き�る�KJ法�が�効�果�的�に�

活用できることが分か�った。�

（３）�問題を解決するた�めの支援�

　生徒とは次のような�確認を�し�て製作に入った。�

　�

　�

　また，教師側から生�徒に対�し�て，製作前に行っ�

た支援は以下に示すよ�うな内容である。�

　�

　�

　�

　�

　この取り組みにより�，生徒はより具体的に自分�

たちがつくるロボッ�ト�の構想を持つことができた。�

　生徒が自分たちの考�えた構造を実現するために，�

これまでに学んだ知識�や提示された材料を生か�し�，�

問題の解決に向け生徒�たちなりの予想をつくりだ�

す。このような活動の�繰り返�し�が創造性を育むと�

きには大切だと感じた�。そのため，製作にあたっ�

ては，生徒から疑問が�投げかけられた際にのみア�

ド�バイスをするように心がけ�，修正可能な範囲で�

あれば多少の無理には�目をつぶることに�し�た。生�

徒は製作当初には何か�とあれば教師の指示を仰ぎ�

に来ていたが，後半は�ほとんどの作業を生徒たち�

だけで行えるようにな�った。�

　�

4．おわりに�

　今回，ロボッ�ト�コンテス�ト�への参加の取り組み�

から，技術分野「技術�とものづくり」の学習にお�

いて，ロボッ�ト�を題材と�し�て用いることで，様々�

な角度から生徒の創造�性を育むことが可能である�

と分かった。今後は，�ロボッ�ト�題材を取り入れ，�

「技術とものづくり」�と「情報とコン�ピ�ュータ」�

の学習内容を関連させ�た指導計画の作成と，その�

授業実践を積み重ねて�いきたい。�

①�作�業�の�開�始�時�と�終�了�時�に�は�教�師�を�含�め�て�ミ�ー�テ�ィ�ン�グ�を�行�
う。�

②広報担当は作業の進行状況や発生�し�た問題点，�その際にとっ�
た解決手段などのすべてを作業記録シー�ト�に記録する。�

①生徒が製作に必要な知識がすぐに確認できるよう，�資料や参�
考文献を準備�し�た。�

②�色�々�な�材�質�の�材�料�や�壊�れ�た�機�器（スピ�ー�カ�ー）な�ど�を�用�意�
し�，�生徒がロボッ�ト�を製作する際に材料や部品と�し�て必要性�
を感�じ�たときに選択できるように�し�た。�

③製作に入る段階で，�実際の競技で使用するコー�ト�と同�じ�もの�
を技術室に設置�し�，�いつでも実験や練習試合ができるように�
し�た。�

　そこで，北海道上川�管内ロボッ�ト�コンテス�ト�へ�

の参加の取り組みから�，技術領域におけるエネル�

ギー変換を利用�し�た題材である「ロボッ�ト�」の題�

材と�し�ての可能性について検証�し�た。�

　�

2．北海道上川管内の取り�組み�

　北海道上川管内では�，2005年度より上川管内中�

学校技術・家庭科教育�研究会が中心となって「中�
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1．は�じ�めに�

　教科の目標にもある�ように，学習�し�た事柄を進�

んで生活の場で活用で�きる生徒の育成を目指�し�，�

学習単元の中には家族�と共に実践できる題材を取�

り入れたいと考えてき�た。家族の協力や助言を得�

て生徒が楽�し�く取り組み，現在でも続�けているも�

のを中心に，いくつか�紹介�し�たいと思う。�

　�

2．実践�

　�

　ブ�レ�ーカーが落ちた経験が導�入となり，林間学�

校で�ド�ライヤーが使えない理由�に納得する。�

（1）�実施�し�た単元�　電気エネルギーの利用�

（2）�目標�

　・分電盤の各装置の�役割を理解�し�，家庭で使用�

される電気の量を調べよう�とする。�

　・体験的に負荷の特�徴に気づき，電気エネルギ�

ーの消費を抑える方法を考�える。�

（3）�実践�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�成果と課題�

　②については，家族と協�力�し�て家中の電気機器�

の消費電力を調べ上げたり�，良い機会だからと父�

親が１つずつ配線用遮断機�を切って記録�し�たり�し�

た体験を生徒が楽�し�そうに語ってくれた。�

　③では契約電流と比較�し�たときに「落ちた！」�

と叫ぶ生徒らに対�し�，�「何が原因かな」�と問いかけ�

る事で，電力消費の多い負�荷の種類に気づいてい�

った。なお，契約電流値に�ついては家屋の大きさ�

とも取れるので，一般的な�機器と数値だけで，シ�

ミュ�レ�ーションさせてもよいだろ�う。準備�し�てお�

けば授業の1時間だけでも成�果はある。�

　授業後に契約電流値の変�更を検討する家庭もあ�

ったが，あくまでも現状で�省エネを考える題材と�

し�て展開�し�たい。合い言葉は「使�う時だけ」�。�

　�

　大掃除の手伝いから生ま�れた副産物。こだわっ�

た取り組みと家族のコメン�ト�が光る�レ�ポー�ト�。�

（1）�実施�し�た単元�　機器の安全な利用　他�

（2）�目標�

　・機器の点検を通�し�て仕組みを知る。�

　・修理�し�て長く使うことで，環境に目�を向ける。�

　・家族の一員と�し�て大掃除の手伝いができる�。�

（3）�実践内容�

　12月中旬に以下の課題プ�リン�ト�を配布する。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　機器の掃除と点検が主で�あるが，近年は既習事�

項や発展的事項等の興味あ�る課題を選択できるよ�

うに�し�ている。また，前年度の秀�作を掲示するこ�

とで内容は充実�し�ていった。図３はその一例で�あ�

るが，写真を使って上手に�まとめている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（4）�成果と課題�

　10年以上続けている課題�であるが，換気扇やオ�

①電気エネルギーの�利用〈授業〉�
・エネルギー変換に触れ，電気エネルギーの利便性を学ぶ。�
・銘板やカタログ，使用説明書等の�「定格」�「仕様」�などか�
　ら消費電力を調べる方法を知る。�

図１　消費電力調査ワークシー�ト�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

体験的に学び，�生活に生�き�る題材の工夫�

群馬県太田市立城�西中学校　�藤本　�浩一�

題材１　機器の消�費電力から気づき考え�る�
　　　　題材�

②消費電力を調べる�〈家庭〉�
・ワークシー�ト�（図１）�を持ち帰り，自宅の電気機器の消費�
　電力を調べる。�
・契約電流値や配線用遮断機の分岐を調べる。遮断機切断�
　は家族の協力と承認を得られた場合のみ実施する。�
・時期は大型連休の期間が望ま�し�い。�

③コン�ピ�ュータで検証�し�よう〈授業〉�
・ブ�レ�ーカーが落ちた経験を出�し�合う。�
・一般的な機器の消費電力をあらかじめ入力された表�（図�
　２）�に，調査�し�た機器や数値データの入力や削除をする。�
・自動計算される消費電力と電流合計と契約電流値とを比�
　較する。分岐毎の電流合計も表示�し�，着目させる。�
・「夏の休日」や「冬の夜」等を想定�し�た機器選択で消費�
　電力を比較する。�

図2　入力用Excelワークシー�ト�

題材２　機器の点検か�ら環境を考える題材�

図3　�レ�ポー�ト�は努力の証�

家庭で役に立つ技�術科の�レ�ポー�ト�

提出日　１月　�　日�

タイ�ト�ル�「　　　　　　　　�　　　　　　　　　�」�

２年　　組　　番�　氏名�

〈課題〉以�下か�ら1つ以�上を�選び，適�当な�図表�等を�用い�るな�どし�

て，わかりやすく�まとめよう。�

○電気機器の掃除�・点検�（大掃除の手伝�いを兼ねて）�

○我が家の屋内配�線を学ぶ�（電柱から電気機器�までを徹底研究）�

○この機器どんな�仕組みなの？�（この機会に家族と�調べよう）�

○その他興味ある�題材から選択�

【まとめ方の例】�１～４は必修�

１　この課題を選�んだ理由�

２　研究内容�

　�（１）�準備　�（２）�実践　�（３）�結果�

３　まとめと考察�（この研究から考�えたこと）�

４　家族の感想�（生徒の仕事ぶりな�どを報告いただきた�いと思い�

　ます）�

　　　＊これらを�うまく入れると良い�

　　　　・参考資�料とその入手先等�

　　　　・使用器�具，工具等�

　　　　・予想や�仮説�

　　　　・具体的�数値や図表など�

ーブン�ト�ースターと生徒の格闘には�毎度感動させ�

られる。�近年はテ�レ�ビ�番組の影響もあって，�「裏技」�

が流行った。保護者は�協力的で，家中の蛍光灯の�

取り外�し�を任されて張り切る息子と�心配な母，娘�

の前で面目を保つ父の�姿は目に浮かぶようである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　生徒の言葉を借りる�なら�「掃除が一番の省エネ」�

であり，空調器具のフ�ィルタや照明器具のフー�ド�

清掃は定番であり，体�感できる成就感と定期清掃�

継続の必要性が毎年綴�られる。�「今後も続けてほ�し�

い」という家族の言葉�は偽らざる本音であろう。�

　�

　ロボッ�ト�の調整では電源装置の電�圧計や電流計�

に注目させたい。機構�が円滑に動作すれば電圧の�

降下が少なく，電流計�の針があまり振れないこと�

が判る。�

　また，負荷がかかる�始動時に多くの電力を消費�

することから，発進と�停止を繰り返すような車両�

の走らせ方や渋滞時の�走行が環境に良くないこと�

を気づかせることもで�きる。�

　�

3．おわりに�

　テーブルタップを技�術室前に伸ば�し�て，回路計�

のテス�ト�棒を地面とタップの穴に挿�す時の緊張�し�

た顔。繊維方向の違う�木片を男女一斉に割らせて�

割れない時の男子の反�応。おも�し�ろいと感�じ�た体�

験はいつまでも生徒と�教師の心に残る。�

　これまで，多くの先�輩方の報告を参考に，ロボ�

コンをは�じ�めとする体験的な取り組�みをさせて頂�

いた。こう�し�た機会を得て私の拙い�実践が皆さん�

の参考になれば幸いで�ある。�

　今後も，生徒や家族�の反応を想像すると頬がゆ�

るみそうな授業を考え�提案・実践�し�ていきたい。�

題材３　ロボッ�ト�の調整で省エネを考え�る�
　　　　題材�

生徒・家族の感想〈抜粋〉�
　今�ま�で�は�コ�ン�セ�ン�ト�を�入�れ�ず�に�レ�バ�ー�を�降�ろ�す�と�下�
で止まらないのが不思議だと思っていま�し�たが，�構造を�
よ�く�見�る�と�電�磁�石�に�な�っ�て�い�た�の�で�理�由�が�わ�か�っ�て�す�
っきり�し�ま�し�た。�（生徒・�ト�ースター）�
　フ�ィ�ル�タ�ー�掃�除�の�前�と�後�で�は�全�然�風�の�量�が�違�い�ま�し�
た。説�明�書�に�あ�る�よ�う�に�定�期�的�に�掃�除し�た�い�と�思�い�ま�
す。�（生徒・エアコン）�
　買い換えを考えていま�し�たが，�まめにきちんと掃除す�
ればまだまだ使えるのに，�もったいないことをするとこ�
ろだったと反省�し�ま�し�た�（母：ファンヒーター）�
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1．は�じ�めに�

　地球温暖化防止京都�会議において，二酸化炭素�

の削減について目標基�準が定められた。1990年に�

さかのぼり６％の削減�が決定された。目標を達成�

するには，産業界だけ�ではなく，私たちの日常生�

活においても取り組ま�なければならない。エネル�

ギー�（環境）�に対する行政や企業の取り�組みに比べ，�

消費者の取り組みは遅�れている。�

　家庭分野でエネルギ�ーの指導を行う際に，内容�

が多岐にわたり，総合�的な学習との区別が�し�にく�

いことが多い。そこで�，消費者の立場を意識させ�

ながら，エネルギーに�ついて考える授業づくりを�

１年生で試みた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�「めざせ，グリー�ン・コンシューマー�」�

①　�授業のめあて�

　1）�「消費者の５つの権利」�「消費者の責任ある行�

動」について知る。�

　2）�行政の取り組みと環境�に対する考え方及び４�

Ｒについて知り，これ�からの行動について考�

える。�

②　�指導過程�（全１時間）�

　導入で，消費者の権利の�中で「選ぶ権利」があ�

ることと，消費者の責任あ�る行動の中で「消費行�

動に疑問を持つこと」�「環境を大切にする行動をと�

ること」は，消費者の一人�一人の行動にかかって�

いることを知らせた。展開�で，ゴミについての佐�

賀市の実態とエコプラザな�ど環境について考える�

施設があることを紹介�し�，行政の取り組みを知ら�

せた。終末では，環境問題�を考える際に「Ｔhink 

globally, Ａct locally.」�をふまえて，４Ｒの実践に�

ついて考えさせた。�

③　�考察�

　行政の動きを知りながら�，自分の省エネルギー�

に対する取り組みを考える�ことができ有効であっ�

た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�「理想のペンケースの�持ち主は誰だ！」�

①　�学習のめあて�

　○ペンケースの中身から�，自分の行動が環境に�

与える影響について考える。�

②　�授業の展開�（全１時間）�

　主な学習の流れは下記の�通りである。�

　1）�ペンケースの中身を【表】に�記入させる。�

　2）�「理想」のペンケースの中身�を確認する。�

　3）�計算をさせる�

　　�（いつも使う物の数＋�使い捨てでない物の数）�

÷�（ペンケース内の総数×２�）�×100＝□％�

　4）�理想のペンケースの持ち主を�紹介する。�

　5）�理想のペンケースの持ち主に�ならなかった理�

由を学習カー�ド�に記入させる。�

　毎年ペンケースに入って�いるペンの数を調査�し�

ている。�40人に満たないクラスで�800本前後という�

のが例年の結果である。持�っているペンのリサイ�

クル率は例年30％台である�。ペンケースの中身は，�

生徒自身が選んで購入する�機会が多い。ペンケー�

スの中身は，使い捨てとな�るプラスチックの製品�

が多く，その原料である石�油は後40年でなくなる�

と言われている。理想のペ�ンケースの定義につい�

ては，�自分がいつも使うもので環�境に優�し�い�（使い�

捨�て�で�な�い�）�も�の�とし�て�い�る。�レ�フ�ィ�ル�が�あ�っ�て�

も，自分が使う気がなけれ�ば，使い捨てと�し�て扱�

った。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

③　�考察�

　No.1のペンケース�との違いを考�えることによ�り，�

省エネルギーへの取り�組みを真剣に考えていた。�

ペンケースの中身は身�近な物であり，生徒は興味�

を持って取り組むこと�ができた。また，自分の消�

費行動が省エネルギー�に関わっていることを実感�

することができ，有効�であった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�3．おわりに�

　消費者と社会のつな�がりに気づき，よりよい消�

費者と�し�てのあり方を生徒が考える�ことができる�

ように，３つの授業づ�くりを実践�し�た。このよう�

な取り組みを重ね，自�分の消費行動を，省エネル�

ギーを意識�し�て見直すことができた�。このような�

授業づくりが，省エネ�ルギーを考えた消費者にな�

る基盤となることを期�待�し�ている。�

シ�
ャ�

ー
�

プ�
ペ�
ン�

省エネルギー�を意識�し�た消費者を�育成する�
授業づ�く�り�の提案�

○佐�賀�市�のゴ�ミ�処�理�を行�う�の�に１�日�740万�円か�か�る�こと�

を聞いて驚いた。�出来るだけ最小限のゴミを出すよう�

に心がけ，�地球環境を考え，�家庭生活のエネルギーを�

節約�し�たい。�マイバック・ノー�レ�ジ袋などに取り組み�

たい。�エコプラザは，�近くにあるので訪問�し�てみよう�

と思う。�

問題点：いくつかのペンが繰り返�し�使えない。�

実�行し�て�い�る�こ�と�・�実�行し�よ�う�と�思�っ�て�い�る�こ�と�：�今�

使っているのは捨てる�し�かないが，�今度からは繰り返�し�

使えるペンを買いたい。�

ペ�
　�
ン�

蛍�
光�
ペ�
ン�

定�
　�
規�

コ�
ン�
パ�
ス�

そ�
の�
他�

【表】ペンケースの中身調査用紙�（学習カー�ド�から抜粋）�

い�つ�も�使�う�も�の�

時々使�う�も�の�

ほ�と�ん�ど�使�わ�な�い� �

　　　　総　数�

使�い�捨�て�の�も�の�

使�い�捨�て�で�な�い�も�の�

リ�フ�ィ�ル�（詰�め�替�え�）� �

佐賀大学文化教育学部附属中学校�　�松本　�万寿美�

2．実践例�

（1）�「電化製品を購入す�るための△ヵ条」�

①　�授業のめあて�

　1）�電化製品を購入するための�△ヵ条をまとめる。�

　2）�レ�ポー�ト�作成を通�し�て，購入するためのポイ�

ン�ト�とその理由がいえる。�

②　�授業の展開�（全３時間）�

　この題材に先立って�，電化製品の広告を集める�

ように指示を�し�た�（４月～７月）�。１時間目に「商�

品の選択と購入」を学�習�し�た。２時間目に，広告�

を使って電化製品の選�び方の�レ�ポー�ト�の作り方に�

ついて説明�し�た。�レ�ポー�ト�は，�テ�レ�ビ�・エアコン・�

パソコンのうち，家庭�で必要と思われる電化製品�

１つを選ばせ，その商�品を購入するために必要と�

思うポイン�ト�をＡ４サイズにまとめさ�せた。指定�

し�た電化製品は，家電リサイク�ル法に適応される�

商品である。選ぶポイ�ン�ト�は，目的や性能，価格，�

アフターサービスだけ�ではなく，廃棄や環境のこ�

とを考えるように仕組�んでいる。�レ�ポー�ト�の完成�

は夏休みの課題と�し�た。２学期はじめの３時�間目�

に�レ�ポー�ト�づくりの意見交換会を�行った。�

③　�考察�

　この実践で，省エネルギ�ーをうたっている製品�

が多くなっていることに気�づかせることができた。�

意見交換会で，省エネルギ�ーの表示について意見�

を持つ生徒の考えを紹介す�ることで，企業の省エ�

ネルギーに対する取り組み�を意識させることがで�

きた。�

　�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

【写真】No.1の生徒�
のペンケース。中身�
は使うものだけで数も�
少なく，レフィルができ�
るものばかりであった。�

【資料1　企業の取り組みを意識させたレポート】�

【資料2　学習の振り返り】�

【資料3　授業後の振り返り】�

右下に，環境を配慮した内容の広告があることを示している。�



教育ニュース

鈴木寿雄 技術･家庭科文庫�ご利用の案内

■ 開隆堂本社に設置�

● 「鈴木寿雄 技術･家庭科文庫」 の構成と利用方法 ●�

文庫の構成 (詳細は開隆堂ホームページをご覧下さい)　�

文庫の利用方法�

（開隆堂出版株式会社）�

★文庫は，技術･家庭科の前史的役割を果たした職業�

　科及び職業･家庭科に関するものを含めて，年代別�

　に次のように分類されています。�

　Ａ：昭和20年代 (職業科，職業･家庭科に関するもの)�

　Ｂ：昭和30年代 (技術･家庭科の成立に関するもの)�

　Ｃ：昭和40年代 (技術･家庭科の改訂に関するもの)�

　Ｄ：昭和50年代 (技術･家庭科の再改訂に関するもの)�

★Ａ～Ｄは，さらに，それぞれ種目別に次のように�

　分類されています。�

　1：学習指導要領の作成に関わる資料(文部省) �

　2：学習指導要領及びその解説等(文部省等)�

　3：学習指導要領の解説・展開(一般書)�

　4：同時代の教育実践(一般書)�

　5：同時代の教科書・生徒用図書�

★各資料には，その内容が分かるように簡単なメモ�

　がつけられています。なお，付属資料として次の�

　ような資料も収められています。�

Ｅ：各県の技術･家庭科教育研究会の年史�

　①北海道　 ②秋田県　 ③岩手県　④千葉県�

　⑤長野県 　⑥愛知県 　⑦石川県 　⑧香川県�

　⑨徳島県　 ⑩宮崎県�

Ｆ：教育研究団体の機関誌�

　①全日本中学校技術･家庭科研究会�

　 「理論と実践」No.1～No.30�

　②日本産業技術教育学会�

　 「日本産業技術教育学会誌」No.1～No.30

(1) 技術･家庭科の歴史に関心を有する教育関係者に�

　 対して広く公開します。�

(2) 資料の社外貸出しは，原則として不可です。�

(3) 各資料の一部コピーは，実費でお引き受けいたし�

　 ます。全体のコピーはご遠慮下さい。�

(4) 文庫ご利用の際は，あらかじめ下記の係りに電話�

　 等で連絡したうえで，ご来社下さい。�

(5) 土曜・日曜日ほか本社休業日はご遠慮下さい。�

■ 構成の詳細⇒ http://www.kairyudo.co.jp　■ 利用申込み⇒０３（５６８４）６１２０�

　弊社が「鈴木寿雄 技術・家庭科文庫」を開設してから，十年余が経過しました。�

　この間，教育･研究者に広くご利用いただき，学術･教育面で成果をあげています。�

　本文庫に名を拝した鈴木寿雄先生（元文部省教科調査官・横浜国立大学教授，元開隆堂�

「技術･家庭」教科書編修代表者）は，昭和30年代の技術･家庭科創設に尽力され，その後も，�

文部省教科調査官として20年間にわたって教科の改善･指導に尽されました。�

　平成3年に横浜国立大学を定年退官されてから，長年にわたる教育研究に関する資料を�

整理され，その中から技術・家庭科の歴史を形成した200点を超える貴重な文献を，弊社に�

ご寄贈いただきました。�

　職業･家庭科の検定教科書発行から今日に至るまで，一貫して技術･家庭科教科書を編修し，�

この教科の振興に努力を傾けてきた弊社としましては，関係者各位に，この貴重な文献を�

なお一層広くご利用いただき，技術･家庭科の振興･発展にお役立ていただければ幸いに�

存じます。�
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